
日
本
赤
十
字
社
と
は
？

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
日
本
赤
十
字

社
法
に
基
づ
く
特
殊
法
人
で
、
社
員

（
会
員
）
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
で
い
う
『
社
員
』

と
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
組
織
す
る

構
成
員
の
こ
と
で
、
年
額
500
円
以
上

の
社
費
を
納
め
、
社
員
（
会
員
）
に

な
る
意
思
表
示
を
す
れ
ば
、
だ
れ
で

も
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
社
員
（
会

員
）
の
方
が
納
め
る
『
社
費
』
と
社

員
以
外
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
『
寄

付
金
』
を
も
と
に
人
道
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
日
本
赤
十
字
社
の
活
動

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
９
つ
の
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
等
の
教
育

青
少
年
赤
十
字

赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

社
会
福
祉

救
急
法
等
の
講
習

血
液
事
業

医
療
事
業

国
際
活
動

国
内
災
害
救
護

日
本
赤
十
字
社
の

主
な
救
援
活
動
は
？

●
東
日
本
大
震
災

　
平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
の
際
に
は
、
医
療
救
護
班

約
６
千
500
人
を
派
遣
し
、
被
災
地
の

医
療
機
関
の
回
復
ま
で
の
救
護
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
震
災
か
ら
１
カ
月
後
に
は
、

海
外
の
赤
十
字
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
海
外
救
援
金
約
１
千
億
円
を
財
源

と
し
、
復
興
支
援
事
業
を
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

●
平
成
28
年
熊
本
地
震

　
平
成
28
年
４
月
に
発
生
し
た
、
平

成
28
年
熊
本
地
震
の
際
に
は
、
救
護

班
や
日
赤
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
チ
ー
ム
の
派
遣
、
心
の
ケ
ア
活
動

や
救
援
物
資
の
配
布
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
義
援
金
に
つ
い
て
は
、
平

成
28
年
５
月
17
日
現
在
で
114
億
３
千

520
万
８
千
476
円
が
受
け
付
け
さ
れ
て

い
ま
す
。

あなたの力を必要としている人がいます
～日本赤十字社と登別市地区の赤十字奉仕団の活動～

　日本赤十字社登別市地区では、毎年夏頃に社資募集運動を行っています。
　集められた社資をもとに活動している日本赤十字社という組織が、実際の登別市地区でどのよう
な活動を行っているか紹介します。

困
っ
て
い
る
人
や
苦
し
ん
で
い
る
人
が
目
の
前
に
い
た
ら
、

私
た
ち
に
は
、
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

募
金
な
ど
個
人
で
で
き
る
取
り
組
み
を
す
る
方
も
い
ま
す
が
、

団
体
に
所
属
し
て
活
動
を
す
る
方
も
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
団

体
の
一
つ
に
、
災
害
時
の
救
護
活
動
や
献
血
の
普
及
な
ど
を

行
っ
て
い
る
日
本
赤
十
字
社
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
赤

十
字
社
の
活
動
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
地
域
の
最
前
線
で

行
っ
て
い
る
団
体
が
赤
十
字
奉
仕
団
で
す
。

今
号
で
は
、
登
別
市
で
活
動
す
る
赤
十
字
奉
仕
団
が
、
実
際

に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▲非常用炊飯袋で米を炊く登別市赤十字奉仕団

6� 日本赤十字社


